
「七
日
市
場
の
歴
史
（第
五
十
一
回
）」 
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グ
ル
ー
プ
活
動 

明
治
三
十
八
年
、
二
十
三
歳
の
香
雨
は
、
師
事
し
て
い
た
藤
森
桂
谷
が
死
去
し
、
仲
間
と

絵
画
グ
ル
ー
プ
「
乙
巳
会
」
を
つ
く
り
活
動
し
ま
し
た
。 

 

展
覧
会
で
は
、
大
正
三
年
に
豊
科
小
学
校
で
「
信
濃
美
術
展
覧
会
」
を
開
き
、
出
品
総
数
が
二
百
余
点
と

い
う
当
時
と
し
て
は
大
規
模
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
七
年
画
業
中
心
の
「
乙
巳
会
」
か
ら
漢
詩
作
り
中
心
の
「
乙
巳
吟
社
」
に
改
名
さ
れ
、

作
ら
れ
た
詩
な
ど
は
会
田
血
涙
主
宰
の
『
信
濃
不
二
』
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

香
雨
は
、
こ
れ
ら
の
グ
ル―

プ
の
事
務
所
を
自
宅
に
置
き
、
会
の
一
切
を
担
当
し
、
文
人
と
し
て
の
生
涯

は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
息
の
亥
八
郎
さ
ん
は
「
若
い
と
き
は
真
摯
に
画
を
論
じ
、
詩
を

語
り
、
老
い
て
は
詩
画
を
通
じ
て
清
く
交
わ
り
、
そ
の
交
遊
の
美
し
さ
は
、
子
の
私
の
目
に
も
ま
こ
と
に
う

ら
や
ま
し
い
も
の
で
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

区
や
村
と
の
か
か
わ
り 

文
人
肌
で
詩
画
三
昧
の
生
活
を
望
ん
で
い
た
香
雨
で
す
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
七
日

市
場
や
村
と
の
関
わ
り
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
三
年
、
仲
間
と
「
温
明
美
術
会｣

を
結
成
し
、
温
明
小
学
校
を
会
場
に｢

御
大
典
奉
祝
温
明
美
術
展
覧

会｣

を
開
催
し
ま
し
た
。
県
下
の
美
術
家
の
協
力
を
得
て
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
書
な
ど
三
〇
四
点
と

い
う
大
き
な
美
術
展
で
、
翌
年
も
同
規
模
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

七
日
市
場
で
は
、
北
沢
山
林
の
議
員
を
十
五
年
間
、
民
生
委
員
を
十
二
年
間 

務
め
ま
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
に
は
、
初
代
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
選
出
さ
れ
、 

そ
の
後
村
の
会
長
、
郡
の
副
会
長
も
務
め
、
会
の
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。 

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、｢

安
曇
盆
唄｣ 

の
唄
と
踊
り
の
復
元
に
取
り
組
み
、 

レ
コ
ー
ド
制
作
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。 

絵
画
で
は
、
昭
和
二
十
八
年
、
三
郷
村
の
公
民
館
に
長
く
掲
額
さ
れ
た
た 

｢

北
ア
ル
プ
ス
ス
連
峰
」
の
大
作
が
あ
り
ま
す
。 
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